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委員指摘/確認事項 指摘委員
指摘への対応

修正/反映事項 該当ページ 該当項目

① 民間の巻込み手法の追記が必要
ー協議会の組成等 篠原委員 民間の巻き込み手法は地域の取組の状態によって

変わるため、画一的な手法を表現することは難しい
上記のため、民間事業者を巻き込む重要性や巻き
込むため、収益構造やインフラツーリズムに民間企
業が取組むメリットを説明する必要がある旨を各該
当箇所に追記

P9
P10
P29

1章2項インフ
ラツーリズム推
進のポイント
3章2項
体制構築
（会議体の組
成）

② 運営する事業者（民間）確保の手法の
追記が必要 篠原委員

③
占有物や占有スキームについて
河川以外にも言及があると良い（一般国
有財産、道路等）

河野委員
阿部委員

確認できる範囲では一般国有財産等の占有事例
が無いため、掲載見送り P28 3章2項

体制構築

④ 連携する自治体の部局/部署の詳細を記
載する必要がある 阿部委員 P19掲載の実施主体者の例において連携が必要

な自治体の主な部局を追記 P19
2章1項
実施主体者の
例

⑤ インフラツーリズム拡大の図の修正について

清水座長
篠原委員
河野委員

地域活性化はどの事業モデルにおいても寄与できる
可能性があるため、試行版において右に行くほど大
きくなる表現をしている矢印を削除

上記も踏まえ、図に付随する説明する項目を「イン
フラツーリズムの状態」、「拡大の考え方」に変更の
うえ、「事業モデル」、「事業主体」を追記。上記①、
②の指摘と合わせ説明内容を修正。また、事業モデ
ル考え方だけでなく、民間や地域の巻き込みについ
ても説明を追記

P16
2章1項
インフラツーリズ
ム拡大に向け
た考え方

⑥
インフラツーリズムの事業モデルや目指すべ
き姿についての言及が必要。
下段の拡大図の説明についても修正を行
う必要がある。


